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                              佐々木建昭（理化学研究所）
 影響の大きさを考えると，ユーザ教育は当面最重視する必要がある．その十分条件は，手元
にある実用システム，良いマニュアル，初心者には身近な使用経験者，熟達者には電話で相談
可能たシステム専門家の存在であろう．理工系学生教育はFORTRAN教育に準じて行えれば
理想的である．情報科学（工学）専攻学生には，アルゴリズムよりもシステム面の教育を先に
行う方が，効果が大きいと思われる．数式処理の発展過程を正常た形に近づけるため，数式処
理研究者の育成を図ることは肝要である．これらの前提ともたる焦点は「自由に容易に手が入
れられる本格的国産システム」（GAL）の開発であろう．開発成果はユーザに開放する．入門書，
解説書，研究書の出版も計画している．
